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７月 ８月 ９月 １０月 11月

平成１６年

○ 科学技術関係予算について、より質の高い施策へ取り組む
ため、施策間の不必要な重複を排除するとともに連携を強化
することを決定（平成17年度科学技術関係予算の改革につい
て 平成16年7月23日総合科学技術会議）。

○ 具体的には、総合科学技術会議が各府省の縦割りの施策
に横串を通す観点から、国家的・社会的に重要であって関係
府省の連携の下に推進すべきテーマを設定（8テーマ）。

○ 各テーマに含まれ各府省等が実施する関連施策について、
科学技術政策担当大臣及び有識者議員が外部専門家の助
言を得て、不必要な重複の排除、連携の強化等にかかる点
検を実施。

○ 平成17年度からの本格的活動に向けて体制を整備。

○ 各テーマごとに、総合科学技術会議の下に連携推進ワーキ
ンググループを設けるとともにコーディネーターを配置。

○ コーディネーターを中心として関連施策の不必要な重複の排
除、連携の強化を図った上、各テーマの目標達成に向けて補
完的に実施すべき課題について、総合科学技術会議のイニ
シアティブの下、科学技術振興調整費を活用。

科学技術連携施策群創設の背景・これまでの活動

◆ 各府省の縦割りの施策に横串を通す観点から、国家的・社会的に重要であって関係府省の連携の下に推進すべきテーマを設定
◆ テーマごとの関連施策等の不必要な重複を排除し、連携を強化した上で積極的に推進
◆ 平成17年度からの本格的活動に向けて体制を整備

ポストゲノム
－健康科学の

推進－

新興・再興
感染症

ユビキタス
ネットワーク
－電子タグ技術
等の展開－

次世代
ロボット

－共通プラット
フォーム技術
の確立－

新興・再興感染症から国民の安心･
安全を守る研究体制の確立を図る

内閣府、文部科学省、厚生労働省、
農林水産省

テイラーメイド医療やゲノム創薬、予
防医学などの確立を目指す

文部科学省、厚生労働省、
農林水産省、経済産業省

ユビキタスネットワーク社会実現の
上で中核的な技術基盤の確立を図る

総務省、文部科学省、経済産業省、
国土交通省

次世代ロボットのさまざまな応用分野
に共通のﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ技術の確立を図る

総務省、文部科学省、国土交通省
経済産業省、農林水産省

バイオマス
利活用

バイオマス利用、燃料転換等の技術
開発により循環型社会形成を目指す

総務省、文部科学省、農林水産省、
経済産業省、国土交通省、環境省

水素利用 /
燃料電池

水素エネルギー社会実現のため水素
利用、燃料電池技術の確立を目指す

総務省、文部科学省、経済産業省、
国土交通省、環境省

ナノバイオ
テクノロジー

ﾅﾉとﾊﾞｲｵの融合領域研究により健康
寿命延伸等安心安全な社会を目指す

文部科学省、厚生労働省、
農林水産省、経済産業省、環境省

地域科学技術
クラスター

地域における革新技術・新産業創出を
通じた地域経済の活性化を図る

内閣府、総務省、文部科学省、厚生労働省、
農林水産省、経済産業省、国土交通省、環境省
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科学技術連携施策群の今後の活動方針

Ⅲ－２ 総合科学技術会の活動の状況④ ～「科学技術連携施策群」の設置
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◆ 基本計画を実行するに当たっての総合科学技術会議の使命（基本計画第３章）等の中で、総合科学技術会議は次のような評価を行うことと
なっている。
①重点分野における研究開発の推進、資源配分の方針の作成及び国家的に重要なプロジェクトの推進に当たっての評価
②国家的に重要な研究開発の「評価」や各府省における科学技術の施策についての評価
③基本計画の「フォローアップ」（毎年及び３年経過時）

Ⅲ－２ 総合科学技術会議の活動の状況⑤ ～評価の戦略的な活用 （１）

①基本政策
・科学技術基本計画

②重要事項
・分野別推進戦略
・資源配分方針
・施策の優先順位付け
・各種科学技術システム改革
（評価システムの改革等）

③評価
・国家的に重要な研究開発の
評価

研究開発評価の大綱的指針 Ｄ

・ ・ ・ ・ ・

①××法人基本方針
（中期計画）

②研究開発施策・制度
・プログラム

③研究開発課題

××法人評価指針

△ △ 会議 総合科学技術会議

内閣総理大臣

○ ○ 省

××研究法人

内閣府

①科学技術関係基本政策

②推進戦略・政策
××法人中期目標
研究開発施策・制度

③研究開発課題

○○省評価指針

※各省評価委員会（政策、独立行政法人及び国立大学
法人）の評価結果に対して、政策評価・独立行政法
人評価委員会（総務省）より、必要に応じ意見。

Ｐ Ｄ

Ａ

Ｃ１
基本計画のフォロー
アップ、策定検討

Ｐ Ｄ

Ａ

Ｃ２
各府省の施策の評価

Ｐ

Ｃ５

≒政策評価※

Ｐ

Ａ

Ｄ

Ｃ６

基本政策の
評価

Ａ

法人評価※
（独法･大学）

Ｃ10
施策の評価

Ｐ Ｄ

Ａ

Ｄ

Ｐ

Ａ

Ｄ

Ｃ９
機関の評価

・・・

Ｐ Ｄ

Ｃ７
施策の評価

Ａ

・・・

Ｐ

Ｃ８
課題の評価 Ｐ Ｄ

Ｃ11
課題の評価

・ ・ ・ ・ ・
Ａ

Ａ

大綱的指針は、図中のＣ
（評価）のガイドライン
である。

Ｃ３ or Ｐ３

Ｃ４

１

２

５３

４

①基本政策
・科学技術基本計画

②重要事項
・分野別推進戦略
・資源配分方針
・施策の優先順位付け
・各種科学技術システム改革
（ 等）

③評価
・国家的に重要な研究開発の
評価

Ｄ

・ ・ ・ ・ ・

①××法人基本方針
（中期計画）

②研究開発施策・制度
・プログラム

③研究開発課題

××法人評価指針

我が国における科学技術関連の評価システム（概念図）
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②推進戦略・政策
××法人中期目標
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※各省評価委員会（政策、独立行政法人及び国立大学
法人）の評価結果に対して、政策評価・独立行政法
人評価委員会（総務省）より、必要に応じ意見。
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Ｃ３ or Ｐ３

Ｃ４

１

２

５３

４

総合科学技術会議が行う評価

・毎年及び３年次のフォローアップ

・基本政策専門調査会における調査検討

・各年及び３年次のフォローアップ
・基本政策専門調査会における調査検討

・科学技術関係施策の優先順位付け
・資源配分方針の策定検討

・科学技術連携施策群の推進における
評価の実施
・優先順位付け

・各種専門調査会において、施策別に
調査検討し、方針等を打ち出し
（例：競争的研究資金制度の改革)

・大規模新規研究開発の評価

・総合科学技術会議が必要と認め特定
の研究開発を指定して行う評価

①
・基本計画のフォローアップ

②
・重点分野における研究開発の推進
(分野別推進戦略の実行状況等に
ついて把握・評価）

・資源配分の方針の作成
（関係府省における施策の取組を把握
し、実施中の施策の効果を評価）

・国家的に重要なプロジェクトの推進
（府省の枠を越えるプロジェクトの実施
状況や施策の効果に関し評価）

・各府省における科学技術の施策に
ついての評価

③
・国家的に重要な研究開発の評価

実施してきた評価
総合科学技術会議の使命

(基本計画第３章）

・毎年及び３年次のフォローアップ

・基本政策専門調査会における調査検討

・各年及び３年次のフォローアップ
・基本政策専門調査会における調査検討

・科学技術関係施策の優先順位
・資源配分方針の策定検討

・科学技術連携施策群の推進における
評価の実施
・優先順位

・各種専門調査会において、施策別に
調査検討し、方針等を打ち出し
（例：競争的研究資金制度の )

・大規模新規研究開発の評価

・総合科学技術会議が必要と認め特定
の研究開発を指定して行

①
・基本計画のフォローアップ

②
・重点分野における研究開発の推進
(分野別推進戦略の実行状況等に
ついて把握・評価）

・資源配分の方針の作成
（関係府省における施策の取組を把握
し、実施中の施策の効果を評価）

・国家的に重要なプロジェクトの推進
（府省の枠を越えるプロジェクトの実施
状況や施策の効果に関し評価）

・各府省における科学技術の施策に
ついての評価

③
・国家的に重要な研究開発の評価

実施してきた評価
総合科学技術会議の使命

(基本計画第３章）
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Ⅲ－２ 総合科学技術会議の活動⑤ ～国家的に重要な研究開発の評価等 （２）

◆ これまで、総合科学技術会議では、国家的に重要な研究開発の評価等を実施。

２０

平成１５年７月競争的研究資金制度の評価

平成１５年９月継続中の重要研究開発の精査

平成１５年１１月

平成１４年１２月大規模新規研究開発の評価

平成１４年１１月総額約１０億円以上の研究開発の評価

平成１４年度、

平成１５年度、

平成１６年度

指定して行う評価

成果等に着目して次の代表的な競争的研究資金制度７件について評価し、関係大臣に意見具申する
とともに、予算配分等に反映。

（科学研究費補助金、戦略的創造研究推進事業、厚生労働科学研究費補助金、産業技術研究助成事
業、新技術・新分野創出のための基礎研究推進事業、地球環境研究総合推進費、戦略的情報通信研
究開発推進制度 ）

大臣及び有識者議員により、府省等における中間評価の実施状況を把握し、適切な時期に中間評価
を実施していない研究開発については、適切に評価を実施するよう要請するとともに、次の主要な
もの１０件を抽出して精査し、予算配分等に反映。（超高速フォトニック・ネットワーク技術に関
する研究開発、ゲノム科学総合研究、遺伝子多型研究（第Ⅰ期）、地球観測フロンティア研究、高
温工学試験研究炉、Ｂファクトリー計画、大型ヘリカル装置（ＬＨＤ）、地層処分技術調査、石油
資源遠隔探知技術の研究開発、地域活性化創造技術研究開発事業）

新たに実施が予定されている総額が約３００億円以上の次の研究開発５件について評価し、関係大
臣に意見具申するとともに予算配分等に反映。（ゲノムネットワーク研究、南極地域観測事業、ア
ルマ計画、先端計測分析技術・機器開発事業、第３次対がん１０か年総合戦略に基づく研究開発 ）

新たに実施が予定されている総額が約５００億円以上の次の研究開発３件について評価し、関係大
臣に意見具申するとともに予算配分等に反映。（再生医療の実現化プロジェクト、準天頂衛星シス
テム、イネゲノム機能解析研究）

研究開発課題１６４件について府省で実施された評価方法及び結果を評価。府省に評価結果を通知
し改善等を求めた。

次の研究開発課題４件について指定の要否を検討。
・脳科学総合研究（結論：指定の必要なし）
・タンパク質関係４プロジェクト（結論：指定の必要なし）
・大型放射光施設SPring-8（結論：指定の必要なし）
・国際宇宙ステーション計画（引き続き調査・検討）


